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令和２年第２回定例会　議案の概要

第２回定例会
（会期：令和２年６月10日～６月30日）

議決した案件
●条例案…13件　●予算案…５件　●同意案…４件

●その他…22件　●委員会提出議案…２件　●議員提出議案…２件
（●全会一致可決…45件　●賛成多数可決…３件）

Pick Up

令
和
2
年
度

一
般
会
計
補
正
予
算
を
可
決

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
の
た
め
に
必
要
な
経
費
等
と
し
て
11
億
3
，

7
5
9
万
5
千
円
を
増
額
し
、
補
正
後
の
総
額
を
1
，
1
2
2
億
2
，
6
6
1
万

4
千
円
と
す
る
予
算
案
（
第
4
号
）
を
可
決
し
ま
し
た
。

主
な
内
容

① 

児
童
扶
養
手
当
受
給
世
帯
等　

1

世
帯
5
万
円
、
第
2
子
以
降
1
人

3
万
円
な
ど

② 

国
の
生
産
性
革
命
推
進
事
業
等
の

活
用
促
進
支
援

③
オ
ン
ラ
イ
ン
家
庭
学
習
環
境
整
備

④
離
職
者
等
へ
の
住
居
確
保
給
付
金

⑤ 

東
広
島
Ｄ
Ｍ
Ｏ
に
お
い
て
オ
ン
ラ
イ

ン
販
売
の
た
め
の
Ｗ
ｅ
ｂ
環
境
整
備

⑤
学
生
ラ
イ
タ
ー
に
よ
る
Ｓ
Ｎ
Ｓ
発
信

⑥
大
学
生
補
助
員
の
雇
用

⑦ 

臨
時
休
業
に
よ
る
学
習
の
遅
れ
に

対
応
す
る
た
め
の
ス
ク
ー
ル
サ

ポ
ー
タ
ー（
授
業
補
助
員
）の
増
員

⑧ 

農
福
連
携
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
配

置
と
農
福
連
携
推
進
助
成
金

⑨ 

給
食
食
材
の
キ
ャ
ン
セ
ル
に
伴
う

加
工
労
務
等
賃
等
の
補
償

⑩ 

通
い
の
場
へ
の
各
分
野
の
専
門
講

師
派
遣
に
よ
る
高
齢
者
の
筋
力
低

下
や
生
活
習
慣
病
の
悪
化
等
の
改

善
（
フ
レ
イ
ル
予
防
）

⑪ 

工
事
現
場
等
の
人
と
の
接
触
機
会

減
少
の
た
め
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
整
備

⑫ 

⑬
災
害
復
旧
の
促
進
の
た
め
の
施

工
管
理
業
務
の
外
部
委
託

◎新型コロナウイルス感染症対策
　　　　　　　　　　　　　　総額８億688万３千円
　①ひとり親世帯への臨時特別給付金 217,353千円
　②ビジネスチャレンジの支援 160,000千円
　③小中学校GIGAスクールの環境整備 122,450千円
　④生活困窮者自立支援事業 25,431千円
　⑤観光情報のWeb発信 25,300千円
　⑥放課後児童クラブ補助員の増員 18,903千円
　⑦スクールサポーターの増員 12,240千円
　⑧障害者地域生活支援事業 12,225千円
　⑨学校給食センター管理運営事業 10,491千円
　⑩高齢者の※フレイル予防 9,113千円
　⑪公共工事における施工監理等リモート化推進 3,967千円
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　など

◎平成30年７月豪雨災害復旧関連事業
　　　　　　　　　　　　　　総額２億73万４千円
　⑫農業用施設災害復旧事業 114,216千円
　⑬土木施設災害復旧事業 86,518千円

※［用語解説］フレイル　加齢によって運動機能や認知機能といった心身の活力が低下した状態のこと。
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○補正予算（第３号）　補正額 2,044万円

　①中小企業等総合相談窓口の開設 2,000万円

　②感染症指定医療機関の関係者への

　　市内飲食業者のデリバリー弁当の提供 44万円

Select.2

Select.1
〈
承
認
案
第
104
号
〉

令
和
2
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
の

専
決
処
分
を
承
認
し
ま
し
た

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
の
た
め
に
必
要
な
経
費
と
し
て
2
，
0
4

4
万
円
を
追
加
し
、
補
正
後
の
総
額
を
1
，
1
1
0
億
8
，
9
0
1
万
9
千
円
と

す
る
補
正
予
算
（
第
3
号
）
の
※
専
決
処
分
を
承
認
し
ま
し
た
。

〈
議
案
第
111
号
〉

新
東
広
島
市
立
美
術
館
に
収
蔵
す
る

美
術
品
を
購
入
し
ま
す

　

令
和
2
年
11
月
に
オ
ー
プ
ン
す
る
新
東
広
島
市
立
美
術
館
に
収
蔵
す
る
美
術
品

を
購
入
し
ま
す
。

◎
主
な
内
容

① 
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡

大
の
影
響
を
受
け
、
厳
し
い
経
営

環
境
に
あ
る
中
小
企
業
や
個
人
事

業
主
等
の
総
合
相
談
窓
口
を
緊
急

開
設
し
、
各
種
支
援
制
度
の
情
報

提
供
や
伴
走
型
サ
ポ
ー
ト
を
行
う
。

② 

感
謝
と
応
援
寄
附
金
を
活
用
し
、

市
内
飲
食
業
者
の
デ
リ
バ
リ
ー
弁

当
を
、
感
染
症
治
療
の
最
前
線
で

働
く
感
染
症
指
定
医
療
機
関
の
関

係
者
に
、
市
民
の
感
謝
と
応
援

メ
ッ
セ
ー
ジ
と
と
も
に
届
け
る
。

◎
買
い
入
れ
る
美
術
品
の
内
容

　

○
ジ
ョ
ア
ン
・
ミ
ロ
の
最
後
の

　
　

版
画　

全
20
点

　

○
取
得
価
格　

3
，
6
3
0
万
円

　

○
契
約
の
相
手
方

　
　

ギ
ャ
ル
リ
ー
宮
脇

◎
文
教
厚
生
委
員
会
で
の
質
疑

　

Ｑ 

作
品
、
購
入
先
を
ど
の
よ
う
に

選
定
し
、
ど
の
よ
う
に
価
格
を

決
定
し
た
の
か
。

　

Ａ 

ジ
ョ
ア
ン
・
ミ
ロ
の
作
品
は
美
術

館
の
目
玉
と
し
て
相
応
し
い
も

の
で
あ
り
、既
に
収
蔵
し
て
い
る

国
内
の
現
代
版
画
、そ
の
他
の
海

外
の
現
代
版
画
と
比
較
す
る
上

で
重
要
で
あ
る
。
ま
た
、ミ
ロ
の

晩
年
の
作
品
を
ま
と
め
て
所
有

し
て
い
る
業
者
が
他
に
お
ら
ず
、

価
格
は
相
手
方
か
ら
提
出
さ
れ

た
見
積
書
を
選
定
委
員
会
で
も

検
討
い
た
だ
き
、適
正
と
認
め
て

い
た
だ
い
た
上
で
決
定
し
た
。

　

Ｑ 

購
入
時
期
を
遅
ら
せ
る
べ
き
で

は
な
い
か
。

　

Ａ 

美
術
品
の
購
入
に
つ
い
て
は
タ

イ
ミ
ン
グ
が
重
要
で
あ
り
、
購

入
時
期
を
ず
ら
す
と
次
の
機
会

が
あ
る
と
は
限
ら
な
い
。

※［用語解説］専決処分　  議会の議決すべき事件について特に緊急を要するため、市長がその議決すべき事件を
処分すること。
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Select.4

Select.3
〈
議
案
第
128
号
〉

小
学
校
の
増
築
・
改
修
工
事
の

請
負
契
約
を
締
結
し
ま
し
た

　

小
学
校
施
設
整
備
事
業
河
内
中
・（
仮
称
）
河
内
小
学
校
増
築
及
び
改
修
工
事
（
建

築
）
の
請
負
契
約
を
締
結
し
ま
し
た
。

〈
議
案
第
129
号
〉

市
長
、副
市
長
及
び
教
育
長
の
給
料
を

減
額
し
ま
す

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
拡
大
に
よ
り
社
会
情
勢
の
変
化
並
び
に

市
民
生
活
及
び
地
域
経
済
へ
の
多
大
な
影
響
が
生
じ
て
い
る
状
況
に
鑑
み
、「
市

長
、
副
市
長
及
び
教
育
長
の
給
料
の
臨
時
特
例
に
関
す
る
条
例
」
を
制
定
し
、
市
長
、

副
市
長
及
び
教
育
長
の
給
料
を
時
限
的
に
減
額
し
ま
す
。

◎
主
な
内
容

　

○
工
事
の
内
容

　
　

増
築
工
事

　
　
　

校
舎
棟
・
ポ
ン
プ
室
棟
・

　
　
　

プ
ー
ル
棟
・
プ
ー
ル

　
　

改
修
工
事

　
　
　

現
在
の
校
舎
棟

　

○
契
約
金
額

　
　

3
億
6
，
2
7
3
万

　
　

8
，
2
0
0
円

　

○
契
約
の
相
手
方

　
　

平
原
建
設
株
式
会
社

◎
条
例
に
つ
い
て

○
制
定
の
理
由

　

  　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
感
染
の
拡
大
に
よ
る
社
会
情
勢

の
変
化
並
び
に
市
民
生
活
及
び
地

域
経
済
に
多
大
な
影
響
が
生
じ
て

い
る
現
状
に
鑑
み
、
市
長
、
副
市

長
、
教
育
長
の
給
料
の
月
額
を
時

限
的
に
減
額
す
る
も
の
。

○
条
例
の
内
容

　

1　

特
例
期
間

　
　

令
和
2
年
7
月
1
日
か
ら

　
　

令
和
2
年
12
月
31
日
ま
で
の

　
　

6
か
月
間

　

○
工
期

　
　

  

議
決
の
あ
っ
た
日
の
翌
日
か
ら

令
和
3
年
12
月
24
日
ま
で

◎
文
教
厚
生
委
員
会
で
の
質
疑

　

Ｑ 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響

下
で
あ
る
が
、
令
和
3
年
12
月

ま
で
の
工
期
に
影
響
は
な
い
か
。

　

Ａ 

工
事
の
進
め
方
に
つ
い
て
は
、

常
に
学
校
と
協
議
を
重
ね
な
が

ら
進
め
て
い
く
。

　

2　

減
額
率

　
　

①
市
長

　
　
　

給
料
月
額
の
12
％
を
減
額

　
　

②
副
市
長
・
教
育
長

　
　
　

給
料
月
額
の
10
％
を
減
額

○
条
例
制
定
に
よ
る
減
額
状
況

　

1　

対
象
職
員
数

　
　

特
別
職
4
人

　

2　

減
額
の
総
額

　
　

205
万
4
，
4
0
0
円
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Select.6

Select.5
〈
議
案
第
146
号
〉

河
内
地
区
の
災
害
復
旧
工
事
を

契
約
し
ま
し
た

　
「
令
和
2
年
度　

土
木
施
設
災
害
復
旧
事
業
・
農
業
用
施
設
災
害
復
旧
事
業　

河

内
地
区
災
害
復
旧
工
事
」
の
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て
、
議
決
し
ま
し
た
。

〈
議
案
第
147
号
〉

安
芸
津
地
区
の
災
害
復
旧
工
事
を

契
約
し
ま
し
た

　
「
令
和
2
年
度　

土
木
施
設
災
害
復
旧
事
業
・
農
業
用
施
設
災
害
復
旧
事
業　

安

芸
津
地
区
災
害
復
旧
工
事
」
の
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て
、
議
決
し
ま
し
た
。

○
契
約
の
内
容

　

次
の
土
木
工
事
契
約

　
　

・
道
路　

26
箇
所

　
　

・
河
川　

2
箇
所

　
　

・
農
地　

49
箇
所

　
　

・
農
業
用
道
路　

3
箇
所

　
　

・
水
路　

14
箇
所

　
　

・
頭
首
工　

1
箇
所

　
　

・
た
め
池　

4
箇
所

○
契
約
金
額

　

5
億
9
，
8
8
4
万
円

○
契
約
の
相
手
方

　

株
式
会
社
東
豊
建
設

○
契
約
の
内
容

　

次
の
土
木
工
事
契
約

　
　

・
道
路　

12
箇
所

　
　

・
河
川　

8
箇
所

　
　

・
農
地　

10
箇
所

　
　

・
農
業
用
道
路　

2
箇
所

　
　

・
頭
首
工　

1
箇
所

○
契
約
金
額

　

9
億
1
，
0
1
9
万
5
千
円

○
契
約
の
相
手
方

　

株
式
会
社
後
藤
組

○
契
約
期
間

　

議
決
の
あ
っ
た
日
の
翌
日
か
ら

　

令
和
4
年
3
月
31
日
ま
で

○
契
約
期
間

　

議
決
の
あ
っ
た
日
の
翌
日
か
ら

　

令
和
4
年
3
月
31
日
ま
で

平成30年７月豪雨災害によって崩れた道路



市議会だより　2020.9 page.24

令和２年第２回定例会　議案の審査経過

議案の審査経過
表決が分かれた案件の表決結果

※「議」は議長「○」は賛成「×」は反対「欠」は欠席

議案番号▶ 議
員
提
出
議
案
第
３
号

議
案
第
111
号

議
案
第
128
号

議
案
第
137
号会派名 議員名

創 生 会

片山　貴志 ○ ○ ○ ○

岩崎　和仁 ○ ○ ○ ○

坪井　浩一 ○ ○ ○ ○

加藤　祥一 ○ ○ ○ ○

鈴木　利宏 ○ ○ ○ ○

清 新 の 会

貞岩　　敬 ○ ○ ○ ○

北林　光昭 ○ ○ ○ ○

重森佳代子 ○ × ○ ○

乗越　耕司 議 議 議 議

池田　隆興 ○ ○ ○ ○

創 志 会

岡田　育三 ○ ○ ○ ○

大道　博夫 ○ ○ ○ ○

玉川　雅彦 ○ ○ ○ ○

奥谷　　求 ○ ○ ○ ○

公 明 党

坂元百合子 ○ ○ ○ ○

加根　佳基 ○ ○ ○ ○

竹川　秀明 ○ ○ ○ ○

令 和 会

鈴木　英士 ○ ○ ○ ○

牛尾　容子 ○ ○ ○ ○

田坂　武文 ○ ○ ○ ○

市民クラブ

景山　　浩 ○ ○ ○ ○

中川　　修 ○ ○ ○ ○

石原　賢治 ○ ○ ○ ○

政 友 会

重光　秋治 ○ ○ ○ ○

山下　　守 ○ ○ ○ ○

牧尾　良二 ○ ○ ○ ○

日本共産党 谷　　晴美 × × × ×

真政倶楽部 宮川　誠子 × ○ ○ ○

広 友 会 上田　　廣 ○ ○ ○ ○

街おこしをめざす会 大谷　忠幸 欠 欠 欠 欠

本
会
議
の
討
論

● 

議
員
提
出
議
案
第
3
号（
大
谷

忠
幸
議
員
に
対
す
る
辞
職
勧
告
決
議
）

反
対

 

宮
川　

誠
子
議
員

　

私
は
、
大
谷
議
員
は
精
神
的
に

弱
っ
て
い
る
と
感
じ
て
い
る
。
議
会

を
休
む
キ
ッ
カ
ケ
と
な
っ
た
決
算
特

別
委
員
会
で
の
質
疑
に
伴
う
議
長
他

の
議
員
か
ら
の
圧
力
、
こ
れ
を
圧
力

と
感
じ
る
こ
と
、
あ
る
い
は
大
谷
議

員
自
ら
が
合
特
法
に
伴
う
市
の
発
注

業
務
の
内
容
を
史
上
初
め
て
明
ら
か

に
し
た
ヒ
ー
ロ
ー
で
あ
る
と
い
う
思

い
込
み
な
ど
は
、
心
が
弱
っ
て
い
る

こ
と
の
現
れ
と
感
じ
る
。

　

こ
れ
ら
の
業
務
は
、
法
に
基
づ
く

正
式
な
契
約
を
以
て
発
注
さ
れ
て
き

た
し
、
過
去
に
も
公
表
さ
れ
て
お
り
、

隠
蔽
さ
れ
て
き
た
事
実
は
な
い
。

　

高
齢
者
や
子
ど
も
、
障
害
者
、
病

ん
だ
人
に
は
そ
れ
相
応
の
対
応
が
必

要
だ
が
、
市
議
会
は
1
日
休
ん
だ
だ

け
で
招
状
だ
懲
罰
だ
と
い
う
行
動
に

出
て
、
追
い
込
ん
だ
。
大
谷
議
員
は

自
分
の
身
を
守
る
た
め
に
様
々
な
行

動
に
出
て
い
る
よ
う
に
し
か
見
え
な

い
。
犯
罪
で
は
な
い
し
議
員
辞
職
に

値
す
る
と
は
思
え
な
い
。
必
要
な
こ

と
は
も
つ
れ
た
糸
を
ほ
ぐ
す
努
力
で

あ
っ
て
、
こ
の
決
議
に
よ
っ
て
問
題

が
解
決
す
る
と
は
思
え
な
い
の
で
反

対
す
る
。

賛
成

 

山
下　

守
議
員

　

議
員
が
議
会
の
会
議
に
出
席
し
、

同
僚
議
員
や
執
行
部
と
の
議
論
を
通

じ
様
々
な
決
定
を
行
っ
て
い
く
こ
と

は
、
議
員
の
職
責
の
根
幹
を
な
す
も

の
で
あ
る
。
議
員
と
し
て
の
職
責
を

放
棄
し
、
正
当
な
理
由
な
く
議
会
を

欠
席
し
続
け
る
な
ど
と
い
う
こ
と
は
、

前
代
未
聞
の
事
態
で
あ
る
。
政
治
倫

理
審
査
会
の
審
査
結
果
に
対
す
る
意

見
書
に
お
い
て
も
、
本
市
議
会
に
対

す
る
侮
辱
的
表
現
が
記
載
さ
れ
て
お

り
、
ま
た
地
方
議
会
制
度
を
根
本
か

ら
否
定
し
、
反
省
す
る
態
度
は
一
切

見
ら
れ
な
い
。
こ
の
状
況
を
放
置
す

る
こ
と
は
市
民
か
ら
議
会
の
自
浄
作

用
を
疑
わ
れ
る
事
態
を
招
き
か
ね
な

い
こ
と
か
ら
、
賛
成
す
る
。

反
対

 

谷　

晴
美
議
員

　

議
会
の
無
断
欠
席
や
市
の
窓
口
で

の
言
動
等
の
報
告
を
鑑
み
て
、
専
門

家
の
助
言
を
受
け
る
こ
と
が
適
切
と
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考
え
る
。
辞
職
勧
告
は
制
裁
と
受
け

止
め
ら
れ
か
ね
ず
、
慎
重
な
対
応
が

必
要
で
あ
る
と
考
え
、
反
対
す
る
。

賛
成

 

上
田　

廣
議
員

　

市
役
所
の
窓
口
で
、
職
員
に
長
時

間
に
わ
た
り
対
応
を
さ
せ
て
い
る
。

政
治
倫
理
審
査
会
に
お
い
て
、
辞
職

勧
告
す
べ
き
と
決
し
た
後
は
、
長
時

間
の
窓
口
対
応
を
執
行
部
も
断
っ
て

い
た
そ
う
だ
が
、
こ
の
よ
う
な
議
員

が
本
市
議
会
に
存
在
す
る
こ
と
を
大

変
残
念
に
思
う
。
ま
た
、
西
高
屋
の

住
民
か
ら
大
谷
議
員
に
対
す
る
厳
正

な
対
処
を
求
め
る
陳
情
書
が
議
会
に

提
出
さ
れ
て
い
る
上
、
議
会
の
会
議

に
出
席
し
自
身
で
発
言
す
べ
き
と
こ

ろ
、
出
席
せ
ず
怪
文
書
を
流
布
し
て

い
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
よ
う
な
議
員

は
辞
職
す
べ
き
で
あ
る
と
考
え
る
。

賛
成

 

池
田　

隆
興
議
員

　

同
僚
議
員
の
辞
職
勧
告
決
議
を
す

る
こ
と
は
、
今
回
初
め
て
の
ケ
ー
ス

で
議
会
に
と
っ
て
も
不
名
誉
で
あ
り

大
変
残
念
で
あ
る
。
議
会
を
長
期
欠

席
し
て
辞
職
を
勧
告
す
る
こ
と
は
全

国
の
議
会
で
も
珍
し
い
と
思
う
。
有

権
者
の
負
託
を
受
け
、
市
民
の
代
表

と
し
て
市
政
に
反
映
し
て
い
く
こ
と

が
議
員
と
し
て
の
使
命
で
あ
り
、
長

期
間
、
議
会
を
無
断
欠
席
す
る
こ
と

は
到
底
許
さ
れ
な
い
行
為
で
、
一
日

も
早
く
自
ら
の
意
志
に
よ
っ
て
辞
職

さ
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
賛
成
す
る
。

● 

議
案
第
111
号
（
財
産
の
取

得
（
美
術
品
の
購
入
））

反
対

 

谷　

晴
美
議
員

　

ミ
ロ
の
最
後
の
版
画
作
品
20
点
を

3
，
6
3
0
万
円
で
購
入
し
よ
う
と

す
る
内
容
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
緊
急
事
態
宣
言
後
、
舞
台
、

芸
術
な
ど
無
形
文
化
財
の
危
機
が
報

じ
ら
れ
て
い
る
折
、
一
度
購
入
す
れ

ば
将
来
に
わ
た
り
管
理
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
有
名
な
作
品
を
展
示
す

る
こ
と
は
、
購
入
し
な
く
と
も
可
能

で
あ
り
、
市
民
全
員
に
文
化
・
芸
術

の
底
上
げ
を
す
る
べ
き
。

賛
成

 

岩
崎　

和
仁
議
員

　

ジ
ョ
ア
ン
・
ミ
ロ
は
教
科
書
に
も

掲
載
さ
れ
る
程
、
有
名
な
作
家
で
あ

る
。
興
味
の
あ
る
市
民
は
私
の
周
り

に
も
多
く
お
り
、
鑑
賞
を
楽
し
み
に

し
て
い
る
。
ま
た
、
美
術
品
を
活
用

し
、
美
術
館
で
の
展
示
や
小
中
学
校

の
子
ど
も
た
ち
へ
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
を
考
え
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ

ら
の
成
果
に
期
待
し
賛
成
と
す
る
。

反
対

 

重
森　

佳
代
子
議
員

　

今
回
の
選
定
に
あ
た
っ
て
、
他
の

候
補
作
品
が
検
討
さ
れ
て
い
な
い
な

ど
、
選
定
方
法
に
非
常
に
問
題
が
あ

る
と
考
え
る
。
今
後
、
公
が
美
術
品

を
収
集
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
慎
重

に
審
議
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
い
う
こ
と
か
ら
、
反
対
と
す
る
。

● 

議
案
第
128
号（
請
負
契
約

の
締
結（
河
内
中
・（
仮
称
）河

内
小
学
校
の
増
改
築
工
事
））

反
対

 

谷　

晴
美
議
員

　

感
染
症
拡
大
防
止
の
観
点
か
ら
も
、

現
在
の
「
40
人
学
級
」
は
無
理
が
あ

る
。
教
員
を
大
増
員
さ
せ
る
の
に
国

の
第
2
次
補
正
予
算
に
盛
り
込
ま
れ

た
予
備
費
10
兆
円
の
数
％
に
過
ぎ
な

い
。
学
校
適
正
化
計
画
を
見
直
し
、

少
人
数
学
級
を
今
こ
そ
実
現
す
る
た

め
、
方
向
転
換
す
べ
き
。

賛
成

 

坂
元　

百
合
子
議
員

　

河
内
中
学
校
及
び
（
仮
称
）
河
内

小
学
校
の
増
築
改
修
工
事
の
請
負
契

約
を
締
結
す
る
も
の
で
あ
り
、
令
和

4
年
4
月
の
開
校
は
地
元
合
意
も
さ

れ
て
お
り
、
希
望
に
あ
ふ
れ
て
い
る
。

令
和
3
年
12
月
ま
で
の
工
期
は
4
月

の
開
校
を
目
指
し
て
い
る
も
の
で
、

執
行
部
も
常
に
学
校
と
協
議
し
て
い

く
と
い
う
答
弁
を
し
て
お
り
、
賛
成

と
す
る
。

● 

議
案
第
137
号（
東
広
島
市
国
民

健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
改
正
）

反
対

 

谷　

晴
美
議
員

　

県
内
統
一
保
険
料
率
に
向
け
、
毎

年
値
上
げ
を
続
け
て
い
い
の
か
見
直

す
べ
き
。
富
裕
層
と
の
矛
盾
を
広
げ

て
お
り
、
格
差
是
正
の
た
め
の
あ
ら

ゆ
る
手
立
て
を
取
る
べ
き
。
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
で
休
業
補
償

や
減
免
と
い
う
措
置
を
取
る
状
況
の

中
、
市
民
に
さ
ら
な
る
痛
み
を
押
し

付
け
る
こ
と
に
反
対
す
る
。
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委
員
会
審
査
概
要

総
務
委
員
会

● 

承
認
案
第
104
号
（
一
般
会
計
予
算

の
補
正
を
市
長
が
※
専
決
処
分
し

た
こ
と
を
承
認
す
る
も
の
）

　
　
　
　

第
1
回
臨
時
会
で
予
備
費

を
5
，
0
0
0
万
円
増
額
し

た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
な
ぜ
予
備
費

を
活
用
せ
ず
、
専
決
処
分
を
行
っ
た

の
か
。

　
　
　
　

予
備
費
の
残
額
は
約
9
，

2
0
0
万
円
で
あ
り
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
第
2
波
、

第
3
波
に
備
え
る
こ
と
を
考
え
た
場

合
に
、
こ
の
額
を
確
保
し
た
か
っ
た

こ
と
に
加
え
、
感
染
症
指
定
医
療
機

関
に
デ
リ
バ
リ
ー
弁
当
を
届
け
る
事

業
に
寄
附
金
を
充
当
す
る
こ
と
を
優

先
し
た
。
寄
附
金
の
充
当
に
つ
い
て

は
、
今
後
、
議
会
の
審
議
に
付
し
て

実
施
し
て
い
き
た
い
。

QＡ

　
　
　
　

本
案
で
「
感
染
症
対
策
感

謝
と
応
援
寄
附
金
」
を
計
上

し
て
い
る
が
、
ま
だ
予
算
に
計
上
し

て
い
な
い
寄
附
は
あ
る
の
か
。

　
　
　
　

6
月
10
日
現
在
で
、
既
に

1
，
0
0
0
万
円
を
超
え
る

金
額
の
寄
附
が
集
ま
っ
て
い
る
。

● 
議
案
第
109
号
（
財
産
の
取
得
（
消

防
用
車
両
・
救
助
工
作
車
））

　
　
　
　

取
得
の
目
的
は
、
資
機
材

の
更
新
か
、
そ
れ
と
も
消
防

機
能
の
強
化
か
。

QＡQ

　
　
　
　

平
成
30
年
7
月
豪
雨
災
害

で
甚
大
な
被
害
を
受
け
た
状

況
等
を
考
慮
し
、
今
ま
で
の
資
機
材

に
プ
ラ
ス
し
て
高
度
な
救
助
資
機
材

を
積
載
す
る
も
の
で
、
南
海
ト
ラ
フ

等
の
地
震
の
際
の
対
応
も
可
能
と
な

る
こ
と
か
ら
、
導
入
す
る
も
の
で
あ

る
。

● 

議
案
第
129
号
（
市
長
、
副
市
長
及

び
教
育
長
の
給
料
の
臨
時
特
例
に

関
す
る
条
例
の
制
定
）

　
　
　
　

本
条
例
制
定
に
よ
り
減
額

さ
れ
る
金
額
は
、
総
額
で
い

く
ら
に
な
る
の
か
。

　
　
　
　

7
月
か
ら
12
月
ま
で
の
6

か
月
間
が
減
額
対
象
期
間
で
、

減
額
さ
れ
る
金
額
は
特
別
職
4
名
の

合
計
で
205
万
4
，
4
0
0
円
で
あ
る
。

ＡQＡ

文
教
厚
生
委
員
会

● 

議
案
第
119
〜
122
・
127
号
（
財
産
の

無
償
譲
渡
・
無
償
貸
付
け
（
菅
田

老
人
集
会
所
、
西
の
谷
老
人
集
会

所
、
戸
野
老
人
集
会
所
、
鶴
亀
山

老
人
集
会
所
の
建
物
及
び
土
地
））

　
　
　
　

戸
野
老
人
集
会
所
の
み
が

建
物
の
無
償
譲
渡
・
土
地
の

無
償
貸
付
け
の
対
象
と
な
っ
て
お
り
、

そ
の
他
3
件
の
集
会
所
は
建
物
の
無

償
譲
渡
の
み
で
あ
る
が
、
民
有
地
に

建
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
か
。

　
　
　
　

3
件
と
も
民
有
地
に
建
っ

て
い
る
集
会
所
で
あ
る
。

QＡ

救助工作車

無償譲渡される
西の谷老人集会所

※［用語解説］専決処分　21ページをご参照ください。
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● 

議
案
第
137
号
（
東
広
島
市
国
民
健

康
保
険
税
条
例
の
一
部
改
正
）

　
　
　
　

課
税
限
度
額
63
万
円
が
適

用
さ
れ
る
所
得
額
は
い
く
ら

か
。

　
　
　
　

1
人
世
帯
で
は
860
万
3
，

4
4
3
円
、
2
人
世
帯
で
は

819
万
6
，
7
7
1
円
、
3
人
世
帯
で

は
779
万
100
円
、
4
人
世
帯
で
は
738
万

3
，
4
2
9
円
で
あ
る
。

　
　
　
　

5
割
軽
減
が
適
用
さ
れ
る

所
得
額
は
い
く
ら
か
。

　
　
　
　

1
人
世
帯
で
あ
れ
ば
61
万

5
，
0
0
0
円
で
あ
る
。

QＡQＡ

市
民
経
済
委
員
会

● 

議
案
第
112
〜
118
・
123
〜
126
号
（
財

産
の
無
償
譲
渡
・
無
償
貸
付
け

（
加
計
多
目
的
ホ
ー
ル
、
東
集
会

所
、
市
組
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ホ
ー
ム
、

串
集
会
所
、
小
田
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ホ
ー
ム
、
市
之
畑
集
会
所
、
西
之

谷
集
会
所
））

　
　
　
　

建
物
・
土
地
を
無
償
で
認

可
地
縁
団
体
に
譲
渡
及
び
貸

し
付
け
す
る
に
あ
た
り
、
そ
れ
ら
の

管
理
基
準
を
つ
く
っ
て
あ
る
の
か
。

　
　
　
　

市
が
現
在
、
建
物
・
土
地

を
管
理
し
て
い
る
基
準
に
基

づ
き
、
譲
渡
・
貸
し
付
け
後
も
引
き

続
き
管
理
し
て
い
た
だ
く
よ
う
、
お

願
い
し
て
い
る
。

QＡ

建
設
委
員
会

● 

議
案
第
145
号
（
令
和
2
年
度
東
広

島
市
下
水
道
事
業
会
計
補
正
予
算

（
第
1
号
））

　
　
　
　

東
広
島
浄
化
セ
ン
タ
ー
が

増
設
・
改
造
さ
れ
る
費
用
等

を
増
額
す
る
こ
と
で
、
日
本
下
水
道

事
業
団
と
の
基
本
協
定
に
関
す
る
全

体
額
へ
の
影
響
は
な
い
の
か
。

　
　
　
　

今
回
の
処
理
場
増
設
に
つ

い
て
は
、
基
本
協
定
を
締
結

し
て
お
ら
ず
、
工
事
ご
と
に
年
次
実

施
協
定
で
事
業
を
進
め
て
い
る
。
工

事
の
全
体
額
に
つ
い
て
は
大
き
な
変

更
は
な
い
。

QＡ

新
副
議
長
決
ま
る

　

議
会
の
申
し
合
わ
せ
に
よ
り
、
副

議
長
は
1
年
で
交
代
す
る
こ
と
に

な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
令
和
2
年

第
2
回
定
例
会
で
、
重
光
秋
治
副
議

長
か
ら
辞
職
願
が
提
出
さ
れ
、
許
可

さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
こ
れ
に
伴
い
、

副
議
長
選
挙
が
行
わ
れ
、
大
道
博
夫

議
員
が
副
議
長
に
当
選
し
ま
し
た
。

東広島浄化センター

副議長　大道　博夫


